
会長挨拶　稲葉　博之�

当たり前の事を、当たり前に�

1880回　12：30点鐘　東山荘・講堂�次回2月17日の例会�

国際�
ロータリー�
第2620地区�

“CELEBRATE  ROTARY”「ロータリーを祝おう」�

例　会　場／東山荘・講堂�

開 会 点 鐘／12：30�

ロータリーソング／奉仕の理想�

内　　　容／クラブフォーラム�

　　　　　　IM実行委員会�

　会 員 慶 事�

誕生日�
★2月11日　深沢昭三君�

結婚記念日�
★2月16日　根上陽一君・季美子様ご夫妻�

夫人誕生日�
★2月10日　勝又　誠君 ご夫人 通　子様�

　１９０５年２月２３日は、ポール・ハリス、ガスターバス・ローア、シルベスター・シル、

ハイラム・ショーレーの４名がシカゴで初めて会合を開いた日です。この日がロータリー

の創立記念日です。よって２月は「世界理解月間」特別月間と指定されています。この月

間中、ロータリークラブは、世界平和に不可欠なものとして、理解と善意を強調するクラ

ブプログラムを行うように要請されています。また、この日は世界理解と平和の日として

も定められており、各クラブはこの日に、国際理解と友情と平和へのロータリーの献身を

特に認め強調しなければなりません。さらに、この日から一週間を「世界理解と平和週間」

と呼び、ロータリーの奉仕活動を強調することを国際ロータリーは決議しました。�

　話は変わりますが、本日は節分で明日は立春です。暦では春の訪れが近くなりました。冬の気象現象には、

美しい言葉で表現されています。風花（かざばな）、ダイヤモンドダスト、星のささやき、等々。自然現象で

晴天に風とともにチラチラ舞うはかない雪を「風花」、そして氷点下１５度から２０度位の良く晴れて、風がほと

んど無い寒い日に空気中の氷の結晶が太陽に当たり、キラキラとダイヤモンドのように輝いて見えることか

ら呼ばれているダイヤモンドダスト。また、屋外の気温が氷点下５０度以下に下がり、人の吐く息（水蒸気）

が耳の辺りで凍り、かすかな音をたてる現象をシベリア東部のヤクートでは、この音を「星のささやき」と

呼んでいるそうです。いったん気温が下がるとどんな現象が現れるかと言いますと、マイナス４度以下で水

道管の凍結が始まり、マイナス６度以下ではサイダーが凍りますし、マイマス１０度以下ではビールが凍ります。

マイナス１３度以下でワインが凍り、マイナス１４度以下では清酒が凍ります。マイナス１５度以下ではダイヤモ

ンドダストが起こり、マイナス２４度以下では醤油が凍ります。マイナス５０度以下では「星のささやき」が聞

こえるそうです。�

　どんな音がするのか一度聞いてみたいものです。       



会員数� 出席者数� 暫定出席率�計算に用いる�
会員数�

前々回の�
確定出席率�

６３名� ５９名� ５３名� ８９.８３％� １００％�

●欠席者（6名）�
　秋田　敬君・井口修一君・神谷高義君・根上眞一君・大森清治君�

　渡辺　巌君�

※やむを得ず欠席される方は、午前10時までにご連絡下さい。�

○例会日/木曜日�
○例会場・事務局/YMCA東山荘�
　静岡県御殿場市東山１０５２�
　電話/０５５０－８３－１１３３　ＦＡＸ/０５５０－８３－１１３８�
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/

○会　　　長/稲葉　博之�
○幹　　　事/高村　繁男�
○会報委員長/橋本　喜市�

2月3日の出席報告�

第2620地区�

「日本にきて思うこと」�

ムーア・ケリー・ルイスさん�
�

日本にくることができて、とてもうれしく思います。

日本人の　みなさんのやさしさに　かんしゃします。

いま　私は　ごてんばに　いますが　ともだちを �

たくさん　つくったり　日本のぶんかや�

日本のくらしを おぼえたり　したいと思います。       �

日本は　とても　みりょくてきな　くにだと思います。

私は　オーストラリア　だけでなく　ごてんばの       �

ロータリークラブの　しせつたいし　として�

かつやく　したいと思います。       �

Thank  you.�

�

（ケリーさんの挨拶文の原稿をそのまま掲載しました。

漢字・ひらがな・カタカナと上手にきれいな字で書

かれてありました。）�

卓　　　話�

1月20日のメーキャップ� 6名�

勝間田太住君　1月10日　山中湖�

勝又　　誠君　1月21日　裾　野�

林　　　準君　1月21日　裾　野�

滝口　喜徳君　1月22日　地区青少年�

芹澤　正明君　1月28日　裾　野�

根上　陽一君　2月 2日　長　泉�

●私の小文が、「ロータリーの友２月
　号」に掲載されました。�

小野篤之君�
●歩いて走って、日本列島往復達成。
　６,０６２km 思ったより長かった。�

田代博久君�

2月3日のスマイル�

国際奉仕委員会委員長�
嶋田泉太郎君�

　青少年交換学生になるには、青少

年であれば誰でも青少年交換プログ

ラムに参加できます。年齢は１５歳よ

り１９歳までです。ロータリアンの子

女であるかは問いません。推薦ロー

タリークラブが申請書と個人面接を基に選考します。

プログラムは二種類ありまして、長期交換学生とし

ての一年間の滞在と、数日から数週間の短期交換学

生とがあります。長期の場合は、二つ以上のホストファ

ミリーと暮らし、ホスト国の学校に出席します。       �

　短期の場合は学業は含まれません。当然、ロータリー

クラブの存在する二国間で実施されます。現在、６０

カ国のロータリークラブが毎年学生を派遣または受

け入れをしています。そして、学生とその両親への

適応指導プログラムは地区が行います。受け入れの

場合も同じです。交換学生の部屋と食事等はホストファ

ミリーが提供します。航空運賃、保険、衣類等自身

に必要なものは学生自身またはその家族が負担します。

受け入れロータリークラブとしては、毎月の適度の

お小遣いと授業料を支払うのが普通とされています。

　この度の交換学生のケリーさんは、大庭健一郎君、

渡辺　巌君、渡邊俊彦君、梶原一正君の４君がホー

ムステイの受け入れを、快く引き受けていただきま

した。特に、御殿場西高校では、多大な協力体制を

整えて頂いております。�


